
3．芸術文化講座 

　　　　《履修モデル》　　

講講座座

学学系系

関関係係

分分野野 動態映画文化論 制度・生活文化史 音楽文化論
メディア・

スタディーズ

３.芸術文化講座

文化社会論

教教員員
教　授：木下　千花
准教授：仁井田　千絵

教授：菅　　利恵 准教授：上田　泰史 非常勤講師

人間科学系

11〜〜22回回生生

動態映画文化論 制度・生活文化史 音楽文化論講義
音楽文化論実習（非常
勤講師）

メディア・
スタディーズ（非常勤
講師）
メディア文化学（非常
勤講師）

１—２回生では、全学共通科目から、現代の社会や文化、さらには哲学・芸術・文学・思
想・歴史・国際関係に関する授業を幅広く履修し、知識の地平を拡げておくことが望まし
い。そのなかで思考の訓練を積み、自分の興味や問題意識がどこにあるかを探り、自らの視
点を養ってほしい。語学力も磨いておくこと。

33回回生生

動態映画文化論Ⅰ、Ⅱ
動態映画文化論演習
Ⅰ、Ⅱ

制度・生活文化史
制度・生活文化史演習

音楽文化論講義
音楽文化論演習
音楽文化論実習（非常
勤講師）

メディア・
スタディーズ（非常勤
講師）
メディア文化学（非常
勤講師）

３回生では、自らの関心対象、テーマに焦点を絞って学部科目を履修することを勧める。卒
論のテーマを複数挙げ、どれがよいかしっかり考えること。各教員が個別に相談に応じる。

文化社会論では、社会的・歴史的な制度や文脈との関係を重視しつつ、文学、思想、芸術のテクストを分
析する人文学の研究を行っています。
＊専門科目は重複履修可能です。ただし、メディア文化学(特殊講義)を除く。
＊重複履修可能とは、必ず複数回履修しなければならないという意味ではありません。

44回回生生

動態映画文化論Ⅰ、Ⅱ
動態映画文化論演習
Ⅰ、Ⅱ

制度・生活文化史
制度・生活文化史演習

音楽文化論講義
音楽文化論演習
音楽文化論実習（非常
勤）

メディア・
スタディーズ（非常勤
講師）
メディア文化学（非常
勤講師）

卒論のテーマ、読むべき文献、調査・研究方法などに関しては、動態映画文化論は木下 千
花・仁井田 千絵、制度・生活文化史は菅 利恵、音楽文化論は上田泰史が、それぞれ個別に相
談に応じる。
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ドイツ語ＩA・Ｂ（文法）

ｵﾌｨｽｱﾜｰ
(在室時間)

ﾌﾘｶﾞﾅ

ドイツ文学

火曜日　12時10分　〜　12時40分

Eメール

氏 名

そ
の
他
コ
メ
ン
ト

ドイツ語ＩA・Ｂ（文法）再履修クラス

専 門 ドイツ語ＩＡ・B（演習）

芸術文化講座

人間科学系 芸術文化講座

ドイツ語IIＡ・B

⽂学的表現にみる家族像や恋愛観の変化に興味を持ち、啓蒙時代以降のドイツ語圏の劇作品や⼩説に注目してきました。⽂学作品を⼿
がかりに、親密圏と公共圏の関係性、および市⺠知識層の政治的⾃意識の変遷を、ジェンダー論やナショナリズム／コスモポリタニズ
ム をめぐる議論と結びつけて論じています。市⺠的な公共圏のあり⽅や、そこでの⽂学的表現の機能についても、ドイツ語圏の事例を
もとに考察を進めています。

担
当
授
業
科
目

総合人間学部   

6670suga.rie.2h@kyoto-u.ac.jp

教 授

制度・生活文化史演習Ａ・B

制度・生活文化史Ａ

卒
論
指
導
を
希
望

す
る
方
へ

教養・共通教育の⼈⽂・社会科学科目群と外国語科目群、および総合⼈間学部⼈間科学系の授業から広く学んでください。家族論や
ジェンダー史、またはドイツ語圏の⽂学や思想に興味がある⼈を中心に、幅広い出会いを期待しています。指導希望者が多い場合は面
談を⾏い、研究⽅向の明確さを基準に選考します。

人間・環境学専攻

菅　　利　恵

スガ　リエ

研究室

職 名

吉田南総合館 共北 4124

所属 人間・環境学研究科

研
究
テ
│
マ

知的好奇心を刺激しあうための場所作りができればと思います。

内線
(075)753-****

        学部 全共
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＊

＊
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芸術文化講座

担
当
授
業
科
目

総合人間学部   

フランス語 II （6Ｈコース）

フランス語 II Ａ・B

音楽学

人間科学系 芸術文化講座

Eメール

　　火　15時～16時

人間・環境学専攻

研究室

音楽文化論演習

音楽文化論講義

准 教 授

内線
(075)753-****

氏 名

専 門

ﾌﾘｶﾞﾅ

職 名

上　田　　泰　史

ウエダ　ヤスシ

写真
似顔絵

フランス語（文法）ⅠA・ⅠB

卒
論
指
導
を
希
望

す
る
方
へ

本研究室では、⾳楽とそれを育んだ⽂化・社会に関するテーマを扱います。作品、批評、分析（調性⾳楽）、解釈（意味論）、パフォーマン
ス、演奏空間、ジャンル、聴取、教育、制度などがキーワードです。私の専門はいわゆる「クラシック⾳楽」（⻄洋の⾳楽）ですが、他の⾳楽
ジャンルでも、上に挙げたような視点から取り組んでみたいテーマがあれば、気軽に相談に来て下さい（オフィスアワーに限らず、水の午後、
⽉・⽕・⾦の4、5限は来てもらいやすいです）。指導希望者が多い場合は、学⽣の⾳楽経験と私の研究経験に鑑み、学⽣の将来にとって有益な
研究へと発展できそうなテーマを優先的に受け入れます。

6712ueda.yasushi.2p@kyoto-u.ac.jp

ｵﾌｨｽｱﾜｰ
(在室時間)

そ
の
他
コ
メ
ン
ト

作曲・演奏・聴取⾏為を含む⾳楽的営為が、社会・⽂化の中でどのような意味・機能を持っているかということに関⼼をもっています。作品の
創出、解釈（＝演奏）、受容が織りなす意味のネットワークを読み解くべく、⾳楽史料や⾳楽批評の研究、作品分析、パフォーマンスについて
の研究を連携させようとしています。現在はパリ国⽴⾳楽院ピアノ科の学内試験レパートリーの再構築、初期録⾳時代のピアノ演奏におけるテ
ンポ・ルバートの修辞的意味などをテーマとしています。

吉田南総合館 共北

所属 人間・環境学研究科

研
究
テ
│
マ

子どもの頃にヴァオリン、ピアノ（少しだけ）、ギター、高校からはサクソフォンと戯れてきました。⾳楽について研究するときに、
いつも考えていることがあります。それは「私にとって、あなたにとって、あるいは第三者である人々にとって、その『⾳楽』はどの
ような意味をもつのだろう︖」という問いです。みなさんにとって「⾳楽」とは何ですか︖それは個人や社会・⽂化と、どのように関
係していますか︖⾝近なところから考え始めましょう。

4106

　　　　《履修モデル》　　

講講座座 ３.芸術文化講座

学学系系 人間科学系

関関係係・・分分野野 創造行為論

創造行為論分野では、美や芸術の思想、理論、歴史を学びます。といっても、ジャンルや時代、地域
が非常に多岐にわたります。たとえば、ジャンルとしては、哲学的な美学、美術史、演劇、音楽、建
築、デザインやファッションなどがあります。

「創造行為論関係」の科目に限らず、皆さんのそれぞれの関心や興味に応じて、出来るだけひろく選
択してください（「自由科目」として文学部等の科目を履修することも可能です）。第二外国語とし
て、できれば２ｹ国語（ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン語などから）を履修すること
が望ましいです。また、基礎演習などを通じて、教員に積極的にアプローチすることを勧めます。副
専攻については、各人の興味に応じて選択してください。

33回回生生

＜学部科目＞
舞台芸術論演習A・B／創造行為論演習A・B／創造ルネッサンス論演習A・B

「創造行為論関係」の３回生以上配当の演習科目をとり、卒論に向けて徐々に準備を始め
る。

44回回生生

＜学部科目＞
舞台芸術論演習A・B／創造行為論演習A・B／創造ルネッサンス論演習A・B

引き続き、演習科目をとって、卒論の指導を受ける（なお、演習科目は重複可なので、単
位はカウントされる。）

22回回生生

＜全学共通科目＞
外国文献研究 E1／創造行為総論A／創造行為総論B／創造ルネッサンス論A／創造ル
ネッサンス論B
＜学部科目＞
舞台芸術論A・B／創造行為論講読演習／創造ルネッサンス論基礎ゼミナール

「創造行為論関係」の２回生以上配当の授業科目をとること。
「創造行為論購読演習」「創造ルネッサンス論基礎ゼミナール」を履修すること。
読解力のつく語学の授業を履修する。
１回生で未履修の場合は、基礎演習をとること。

教教員員
教　授：桒山　智成（英米演劇）
准教授：武田　宙也（美学）
准教授：田口かおり（美術史）

11回回生生

＜全学共通科目＞
芸術学Ⅰ・Ⅱ
＜学部科目＞
基礎演習：美の思想／基礎演習：西洋美術の歴史

「創造行為論関係」の基礎科目をひろくとること。
「創造行為論関係」の基礎演習、「基礎演習：美の思想」「基礎演習：西洋美術の歴史」
をとること。
 語学については、英語のほかに少なくとももうひとつの外国語を履修すること。
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基礎演習：西洋美術の歴史

ｵﾌｨｽｱﾜｰ
(在室時間)

ﾌﾘｶﾞﾅ

西洋美術史・保存修復

木　　曜日　　12:30　　～　 13:00

Eメール

氏 名

そ
の
他
コ
メ
ン
ト

創造ルネッサンス論基礎ゼミナール

専 門 芸術学 I・II

芸術文化講座

人間科学系 芸術文化講座

専門は美術作品の保存修復学、美術史です。芸術を「なおす」⾏為の起源や発展の歴史を、医学や科学、美学、美術史などとの交わりの歴史から⾒晴らし
つつ再構成することを試みており、国内外の専門家や美術館と連携しつつ、被災⽂化財のレスキューに関する活動や近現代美術の実践的な保存修復も多数
⾏っています。近年は、植物や⽣物、⾷物など、⻑期間の展⽰や保存が難しい、いわゆる「エフェメラルな」素材が⽤いられた作品をいかに展⽰し、場合
によってはいかに保存しうるのかに関心があります。また、展覧会のために来日する国外美術作品のメンテナンスやコンサベーションも担当しています。

担
当
授
業
科
目

総合人間学部   

6643taguchi.kaori.3i@kyoto-u.ac.jp

写真
似顔絵

准 教 授

創造ルネッサンス演習A・B

創造ルネッサンス論A・B

卒
論
指
導
を
希
望

す
る
方
へ

創造ルネサンス論A・B、基礎演習︓⻄洋美術の歴史、芸術学I・IIなどを履修してください。指導希望者が集中した場合は、⼈間科学系科目の履
修状況および成績を基準として選考します。保存修復という分野は、物理的に「壊れたモノをなおす」という作業に留まるものではなく、「芸
術とは何か」「⼈は何を保存したいと望むのか」「美と時間の関係とは」という哲学的な問に⽴ち向かっていく学問です。設備の都合上、実践
としての保存修復を学部で学ぶことは難しいのですが、ひろく芸術や⽂化、美術をめぐる歴史に関心をもつ⽅を歓迎します。関心のある⽅は気
軽に相談してください。

人間・環境学専攻

田　口　　か　お　り

タグチ　カオリ

研究室

職 名

吉田南総合館 共南 424

所属 人間・環境学研究科

研
究
テ
│
マ

各授業の冒頭では、国内で展覧されている展覧会会のうちからその年度に注目を集めている企画を取り上げて、出展作品の紹介、⾒どころのまとめ、展⽰
のバックヤード、出品作品の修復にまつわるエピソードなどをお話し、みなさんからの質問にお答えする時間を⻑めにもうけています。
こうしたやりとりをきっかけに、美術館によく⾏くようになった、展覧会をめぐるようになったという声をよく聞きます。とても嬉しく思っています。み
なさんが新たにさまざまな美術作品と出会うための扉をさまざまな味つけで詰め合わせたクッキーアソートのような導入から、考察対象の多角的な検討へ
徐々に深く潜っていくような授業の構成を目指しています。お会いできるのを楽しみにしています。

内線
(075)753-****

　　　　《履修モデル》　　

講講座座

学学系系

関関係係・・分分野野 文芸表象論（英米文芸表象論） 文芸表象論（ドイツ文芸表象論） 文芸表象論（イタリア文芸表象論）

着実な語学力を鍛えるために、
１回生から履修可能な講読クラ
スなど、学部科目に積極的に参
加することを勧めます。講読
IA・Bと講読IIA・Bは、どちら
か一方を履修しても、両方を履
修してもかまいません。全学共
通科目「E1科目」（2回生時履
修）のなかには、英米文芸表象
論所属教員の担当授業を含め、
英米文学に関連する授業もあり
ますので、興味があれば履修し
てください。

1回生ではドイツ文芸表象論に
直結する科目はありません。広
く欧米の文化や思想などから関
連科目を履修してください。２
回生からは講義と講読が始まる
ので、積極的にそれらを履修し
てください。また、他の学系
（関係）の科目、特にドイツ語
圏の文化や思想をテーマとす
る、制度・生活文化史Ａ・Ｂ、
文明構造論III、IVＡ・Ｂなどを
履修するのもいいでしょう。

1回生のうちはさまざまな外国
語、特にイタリア語をはじめと
するロマンス諸語を学んでくだ
さい。また、広く欧米の文学・
思想・芸術に関連する科目を履
修することを強く勧めます。2
回生からは、これに加えて、イ
タリア語II（講読）や文学部の
イタリア語学イタリア文学の講
読の授業を履修してください。
外国語文献をじっくり読み込む
ことに慣れていきましょう。

講義および講読クラスは、１～
２回生時に履修した場合も重複
が可能なので、意欲的に履修す
ることを勧めます。

ドイツ文芸表象論の演習Ａ・Ｂ
は3回生から履修可能なので、
できるだけ３回生から履修して
ください。また講義や演習で今
まで履修できなかった科目も履
修してください。

３回生からはイタリア文芸表象
論に直結する科目が始まるの
で、それらを積極的に履修して
ください。また、未履修の講読
科目や文学部の関連科目も履修
してください。

講義・講読クラスは、１～３回
生時に履修した場合も重複が可
能なので、意欲的に履修するこ
とを勧めます。「英米文芸表象
論演習IIA・B」は、指導教員の
開講科目を履修することが必修
です。

ドイツ文芸表象論の科目はすべ
て再履修可能（毎年違うテーマ
と内容）なので、興味のある科
目を再履修してください。特に
演習は卒論に関する相談の場に
もなるので、できるだけ履修し
てください。

講義・演習は、３回生時に履修
した場合も重複が可能なので、
意欲的に履修してください。特
に演習は、テクスト精読の訓練
となるだけでなく卒論相談の機
会ともなるので、できるだけ履
修してください。

３.芸術文化講座

教教員員

教授：小島  基洋（イギリス文
学）
教授：吉田  恭子（アメリカ文
学）

准教授：霜田洋祐（イタリア文
学）

11～～２２回回生生

＜全学共通科目＞
E１科目（外国文献研究）
＜学部科目＞
英米文芸表象論講義A・B
英米文芸表象論講読IA・B
英米文芸表象論講読IIA・B

＜全学共通科目＞
イタリア語Iなどのロマンス諸語
イタリア語II
＜学部科目＞
英米文芸表象論講義Ａ・Ｂ
ドイツ文芸表象論講義Ａ・Ｂ

全学共通科目では、幅広く文学・思想・歴史・国際関係などに関する授業を履修してください。
視野を広げると同時に、今後の自らのテーマを決める上で役に立ちます。また、専門に関係する
／分野に関連する言語の語学力をしっかり身につけましょう。

准教授：須藤 秀平（ドイツ文
学）

＜学部科目＞
ドイツ文芸表象論講義Ａ・Ｂ
英米文芸表象論講義Ａ・Ｂ
ドイツ文芸表象論講読Ａ・Ｂ

人間科学系

33回回生生

＜学部科目＞
英米文芸表象論講義A・B
英米文芸表象論講読IA・B
英米文芸表象論講読IIA・B
英米文芸表象論演習IA・B

＜学部科目＞
言語芸術論講義
イタリア言語文化論演習I・II

３回生では、卒論に備えてください。自分の興味のあるテーマに関連した科目だけでなく、卒論
研究に資すると思われる科目を履修することを勧めます。卒論のテーマをいくつか挙げながら、
徐々に焦点を絞り込んでゆくこと。各教員が個別に相談に応じます。

＜学部科目＞
ドイツ文芸表象論講義Ａ・Ｂ
ドイツ文芸表象論演習Ａ・Ｂ
ドイツ文芸表象論講読Ａ・Ｂ

文学作品を読むこと、つまり、物語をとおして私たちを取り巻く諸問題について具体的にかつ深く考察する
ことは、人間としての基本的な力を培ううえで非常に重要です。本格的に作品を読むのには、やはり原書に
勝るものはありません。そのためには、語学修練も必要になります。学生時代に文学作品を読む経験を積ん
で、文学の面白さを知ってほしいと思います。卒業論文に取り組むにあたっては、自分の興味のある作家・
作品を決めて、テーマを絞り込んでいってください。

＜学部科目＞
ドイツ文芸表象論講義Ａ・Ｂ
ドイツ文芸表象論演習Ａ・Ｂ
ドイツ文芸表象論講読Ａ・Ｂ

44回回生生

＜学部科目＞
英米文芸表象論講義A・B
英米文芸表象論講読IA・B
英米文芸表象論講読IIA・B
英米文芸表象論演習IA・B
英米文芸表象論演習IIA・B

＜学部科目＞
言語芸術論講義
イタリア言語文化論演習I・II

卒論のテーマ、調査・研究方法、および論文の作成方法などについては、英米文芸表象論では吉
田恭子・小島基洋（英米文学）が、ドイツ文芸表象論では須藤秀平（ドイツ文学）が、イタリア
文芸表象論では霜田洋祐（イタリア文学）がそれぞれ個別に応じます。９月末頃には、卒論中間
発表会を予定しています。
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ｵﾌｨｽｱﾜｰ
(在室時間)

ﾌﾘｶﾞﾅ

専門は18世紀末〜19世紀初頭のドイツ⽂学ですが、⽂学作品のような⼀つのテキストを丹念に読み解く作業と、その作品が書かれた当時の社会
についての分析・考察との両⽴を目指しています。特に、「国⺠」「⺠族」「世論」「真実」といった概念がかつてのドイツでどのように形成
され、⼈々のあいだにどのように浸透したのかを、1770年〜1830年頃の⽂学作品や思想的著作の他、新聞記事等を対象に研究しています。

氏 名

4126

近代ドイツ文学・概念史

火曜日　13時15分～14時45分

Eメール

そ
の
他
コ
メ
ン
ト

ドイツ文芸表象論講義A・B

ドイツ語IIA・B

専 門

ドイツ語IA・B（文法）芸術文化講座

准 教 授

内線
(075)753-****

職 名

ドイツ語IA・B（演習）

担
当
授
業
科
目

総合人間学部   

6669suto.shuhei.3f@kyoto-u.ac.jp

ドイツ文芸表象論演習A・B

卒
論
指
導
を
希
望

す
る
方
へ

基本的にはドイツ語で書かれたテキストを研究対象とすることを前提とします。その場合、ドイツ語の読解⼒が必要になります（私の
担当授業の中では、特に「ドイツ語IAB（⽂法）」「ドイツ語IIAB」「ドイツ⽂芸表象論演習AB」を受講してください）。扱う内容や
時代は幅広いもので結構ですが、⾃分が分析・考察の対象とする⼀次⽂献を丹念に読み解き、かつそれを⾃分⾃⾝の問題意識にもとづ
いて解釈するという姿勢を重視します。指導希望者が集中した場合は、ドイツ語圏の⽂学・思想・歴史に関する知識について、また⾃
ら読み、論じる⼒について、⾯接等による試問をおこなった上で決定します。

人間・環境学専攻

須　藤　　秀　平

ストウ　シュウヘイ

研究室

人間科学系 芸術文化講座

吉田南総合館 共北

所属 人間・環境学研究科

研
究
テ
│
マ

学際的な研究が求められる昨今ですが、そもそも様々な研究分野の専門家が共存しているのが総⼈の強みです。⾃分の問題意識を明確
にすれば、⼀⾒無関係に思われる対象もつながって⾒えてきます。⾃分⾃⾝が普段抱えるモヤモヤを⼤事にしつつ、それを学問的に論
じるためにこそ、⼈々がこれまで書いたものと真摯に向き合い、格闘しましょう。こんなものを読んだ、こんなことを考えたと語らい
合える場を作っていきたいと思います。

        学部 全共

/ ＊

＊

＊

＊

      

 

吉田南総合館 共南 329

所属 人間・環境学研究科

研
究
テ
│
マ

私は京大文学部・文学研究科の出身ですが、入学時は別の学部にいて、転学を経験しています。自分の関心が言語や文学にあると気
づき、イタリア文学を専門とすることを決めたのには、全学共通科目の授業の影響も大きく、その因縁（︖）の吉⽥南キャンパスで
働くのは感慨深いものがあります。総合人間学部には、様々な分野を専門とする教員、様々な関心を持つ学生が集まっていますの
で、皆さんには、そのなかで複言語・複文化的な視点を養い、分野にとらわれない学問的な越境も積極的に⾏って、自分が本当に関
心のあるものを⾒つけて学んでほしいと思っています。

内線
(075)753-****

言語芸術論講義

卒
論
指
導
を
希
望

す
る
方
へ

基本的にはイタリア語で書かれたテクストを研究対象にすることを前提とします。イタリア語の読解⼒が必要となりますが、初修外
国語でイタリア語を選択していなくてもフランス語やスペイン語の知識と⼀次文献を丹念に読む根気があれば間に合います（「イタ
リア語II」や「イタリア言語文化論」、文学部のイタリア語学イタリア文学の授業などを受講して読解⼒を養いましょう）。言語・
思想・芸術関連など狭義の文学テクスト以外でも指導可能なら受け入れますので相談してください。指導希望者が集中した場合は、
⾯接等による試問を⾏ったうえで決定します。

人間・環境学専攻

霜　田　　洋　祐

シモダ　ヨウスケ

研究室

職 名

専門はイタリア近代文学です。イタリア最初の近代小説とも言われるマンゾーニの『婚約者』を主な対象とし、主として語りの技法
の側⾯から研究してきました。いまはイタリアの近代小説が、同時代の⻄洋文学（特にリアリズム文学）の流れのなかにどのように
位置付けられるかを研究しています。研究対象に導かれて、詩的言語（文学語）と日常言語の関係や文学における法と正義にも関心
を抱いています。

担
当
授
業
科
目

総合人間学部   

6579総人教務掛にお問い合わせください

写真
似顔絵

准 教 授

イタリア言語文化論Ⅰ・Ⅱ

イタリア語ⅡA・ⅡB

専 門

芸術文化講座

人間科学系 芸術文化講座

イタリア語ⅠA・ⅠB（4Hコース）

ｵﾌｨｽｱﾜｰ
(在室時間)

ﾌﾘｶﾞﾅ

イタリア文学

　金曜日　2限（要事前連絡）

Eメール

氏 名

そ
の
他
コ
メ
ン
ト

　　　　《履修モデル》　　

講講座座 ３.芸術文化講座

学学系系 国際文明学系

関関係係・・分分野野 歴史文化社会論　（西欧文化論分野）

44回回生生

＜総合人間学部科目＞
西欧近現代表象文化論 ⅠA／ 西欧近現代表象文化論ⅣA（未定）
西欧近現代表象文化論 ⅡA／ 西欧近現代表象文化論ⅢB

指導教員と頻繁に面談しながら、卒業論文を作成します。夏休み明けに中間発表を行い、
年内に形をつけ、一月に完成稿を仕上げます。

・西欧文化と一言でいってもその実体は多様であり、時代、地域、扱うジャンル、などによってもア
プローチを変えていかなければなりません。ただし、西欧語圏のテクストを資料として扱う、という
点は共通しているので、語学の力は必須です。
・本関係と親和性の高い、他の学系や分野の授業も積極的に受講することを勧めます。例えば文芸表
象論関係科目である英米文芸表象論（講義・演習）など。
・副専攻として比較文明論を例としていますが、この部分は自由に考えてください。副専攻届の提出
は3回生の10月ですが、早めから計画を立て、できれば1回生から履修してください。
・3回生の後半から4回生で卒業論文執筆、大学院入試準備、就職活動などのための時間を確保できる
よう、１、２回生、3回生前半でなるべく多くの単位を揃えるようにしましょう。
・分属の前後に関わらず、分野の教員に遠慮なく相談してください。
・表中の(副）は副専攻科目として推奨します。重複履修が可能な科目が多くありますので、学びを深
めて下さい。

22回回生生

＜全学共通科目＞
外国文献研究　E1 ／E2　／ 西洋近世史学　ヨーロッパ近現代史入門
＜総合人間学部科目＞
英米文学入門（基礎ゼミナール扱い）／ 西欧近現代表象文化論 ⅠA・ ⅡA　／
西欧近現代表象文化論ⅢA・ⅢB ／ 西欧古代・中世表象文化論ⅠA・ⅠB　／
西欧近現代表象文化論演習ⅢB ／ 欧米歴史社会論ⅠA・ⅠB
中東近現代史 （副）／ 東アジア文化交渉論A(副）
共生世界論演習（副）

全学共通科目では、初修外国語は、継続して学習する工夫を各自ですることを勧めます。
関心に応じてイタリア語、ラテン語、ギリシャ語などに挑戦することもよいでしょう。
英語（E科目）やILASセミナーでも、興味を引く内容の授業を探索してください。
総合人間科目では、人間科学系創造行為論関係や文芸表象論関係科目などの授業も積極的
に受講することを勧めます。
1回生時に英米文学入門を受講していない人は2回生で受講してください（重複履修はで
きません。）

33回回生生

＜総合人間学部科目＞
西欧近現代表象文化論ⅡA ／西欧近現代表象文化論ⅣA（未定）
西欧近現代表象文化論演習ⅡA・B
欧米歴史社会論ⅠA・B ／ 多文化社会論ⅠA
東アジア比較思想論AまたはB（副） ／東アジア文化交渉論A（副） ／
東アジア比較思想論演習A・B（副）

初修外国語および英語は、継続して学習する工夫を各自ですることを勧めます。
卒業論文のテーマについて、指導教員と話し合いながらおおまかな道筋を考え、それに向
けて文献を収集したり、予備的な調査をしておきます。

教教員員
教授：池田　寛子
准教授：合田　典世

11回回生生

＜全学共通科目＞
ILASセミナー　E2 ／ 西洋史I ／ 西洋史学入門
＜総合人間学部科目＞
国際文明学入門A・B　／ 英米文学入門（基礎ゼミナール扱い）／
文化環境学入門

全学共通科目では、フランス語やドイツ語のような西欧の文化を知るのに重要な語学を学
習しておきましょう。ILASセミナーのE2（英語による授業）にも挑戦して語学のセンス
をみがきましょう。
総合人間科目では,１，２回生において文化論の基礎を固めることを勧めます。

−49−

数
理
・
情
報
科
学

人
間・社
会・思
想

芸

術

文

化

認
知・行
動・健
康
科
学

言

語

科

学



3．芸術文化講座 

　　　　《履修モデル》　　

講講座座 ３.芸術文化講座

学学系系 文化環境学系

関関係係・・分分野野 比較文明論

教教員員 教授：勝又直也（ユダヤ学・中世ヘブライ文学）

11回回生生

＜全学共通科目＞
文化環境学系入門／アラビア語ⅠA・B／宗教学Ⅰ・Ⅱ／宗教人類学

人文学の様々な分野を幅広く学んでください。特に、語学ではアラビア語を学ぶことをお
勧めします。

44回回生生

卒業研究に向けて、必要な知識を自主的に学修してください。

まずはユダヤ教やユダヤ人に少しでも関係しそうな分野を広く学んだうえで、専門的に研究したい分
野を時間をかけて絞っていくことが大切です。
必要となれば、文学部などの他学部、あるいは同志社大学神学部などの他大学で開講されている、ユ
ダヤ教やユダヤ人に関する講義や演習にも参加するといった積極性も大事です。

22回回生生

＜全学共通科目＞
外国文献研究「英語で読む聖書とその解釈」／アラビア語ⅡA・B／ギリシア語A・B
＜学部科目＞
ディアスポラ思想文化論Ａ・B／欧米歴史社会論ⅠA・B

人文学を幅広く学ぶとともに、ユダヤ学に関連する科目を履修することを推奨します。

33回回生生

＜学部科目＞
ディアスポラ思想文化論演習Ａ・B／欧米歴史社会論ⅡA・B

卒業研究の方向性を意識しつつ、ユダヤ学に関連するより専門的な内容を学修してくださ
い。
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3．芸術文化講座 

　　　　《履修モデル》　　

講講座座 ３.芸術文化講座

学学系系 文化環境学系

関関係係・・分分野野 比較文明論関係・文明交流論分野

教教員員 准教授：中筋 朋（フランス演劇・思想）

11回回生生

＜全学共通科目＞
芸術学／科学論／自己存在論／人間実践論／宗教学／神話論／哲学／哲学･文化史／宗教
人類学／生態人類学／文化人類学など

＜学部科目＞
文化環境学入門 ／ILASセミナー（「フランス学に触れる──文学・思想・映画」）
　＊年度により、総人ゼミも開講していますので、確認してみてください。

　全学共通科目はとりわけ関連深い科目を例として挙げていますが、自分の関心を第一
に、広く履修してください。
　また、思考力を鍛えられ、勉強の基礎体力となる語学もしっかり学習してください。専
門科目ではフランス語の講読をおこないますので、可能ならフランス語を履修してくださ
い。

44回回生生

＜学部科目＞
比較パラダイム文明論（講義・演習）／卒業論文

　講義・演習に出席しながら、卒業論文に集中して取り組む時期です。早めに題材･方法
論について相談して、じっくり執筆を楽しみましょう。

　演劇は、人間の行動・思想・情動を、そして人間同士の関係を、人間の身体をもって示す芸術で
す。つまり演劇について考えるということは、人間のあらゆる営みについて考えることです。また、
時代ごとにどの部分が特に強調されているかを考えることによって、時代ごとの人間の捉え方の特徴
について考えることも可能です。幅広い分野の勉強をして、同時に語学や文献の講読によってじっく
りと考える時間もとり、その成果を卒業論文として結実していきましょう。最初は関係ないように思
えた分野も、ひとつの対象について考える過程でつながっていくという体験が卒業論文でできればよ
いなと思います。

22−−３３回回生生

＜全学共通科目＞
フランス語 II （中筋）

＜学部科目＞
比較パラダイム文明論（講義・演習）／メディア･スタディーズ／舞台芸術論／文芸表象
論／創造行為論音楽文化論／西欧近現代表象文化論／東アジア比較思想論／東アジア比較
芸能論／文化実践論など

　フランス語IIでは、フランスの中学生･高校生向けの文学教材を用いて、フランス語とと
もに文化について学びます。フランスでどのような教育がおこなわれているのかを知る機
会にもなりますので、受講してみてください。
　学部科目は、卒論指導を希望する学生は、比較パラダイム文明論の演習を受講してくだ
さい。ほかにも、例に挙げた科目をはじめとする科目を関心に応じて履修してください。
総合人間学部の科目だけでなく、興味によっては文学部のフランス語学・フランス文学特
殊講義や科学哲学科学史の科目ものぞいてみてください。
　また、2，3回生は卒業論文にむけて外国語で文献を読む力をつけていく時期です。学
部の演習科目の講読や、文学部のフランス語学･フランス文学講読授業を通じて、じっく
り読みながら考えるくせを身につけていきましょう。
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